
　

昭
和
二
〇
年
一
二
月
一
七
日
、
女
性
参
政
権
が
衆
議
院
議

員
選
挙
法
改
正
の
公
布
に
よ
り
認
め
ら
れ
、
女
性
が
初
め
て

投
票
に
参
加
し
た
の
は
昭
和
二
一(

一
九
四
六)

年
四
月
一
〇
日

の
第
二
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
し
た
。

　

し
か
し
、
県
内
女
性
の
投
票
率
は
六
八
％
と
男
性
の
八
一

％
に
比
べ
て
低
く
、
家
族
か
ら
投
票
を
阻
ま
れ
た
女
性
が
少

な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

昭
和
二
二(

一
九
四
七)

年
四
月
三
〇
日
に
実
施
さ
れ
た
県

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
初
め
て
女
性
四
名
が
立
候
補
し
、
二

名
の
女
性
県
議
会
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
分
県
で
は
更
な
る
政
治
意
識
の
向
上
と
選
挙

へ
の
参
加
を
目
指
し
て
様
々
な
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
、
昭
和
二
五(

一
九
五
〇)

年
五
月
四
日
、
大

分
県
議
事
堂
で
開
か
れ
た
新
憲
法
施
行
三
周
年
記
念
の
婦
人

模
擬
県
議
会
は
全
国
で
も
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。

　

模
擬
議
員
と
し
て
各
郡
か
ら
県
議
会
議
員
定
数
と
同
じ
女

性
四
八
人
が
選
出
さ
れ
、
四
月
二
七
日
か
ら
別
府
市
に
泊
ま

り
込
ん
で
、
県
議
会
事
務
局
議
事
課
長
か
ら
議
会
運
営
方
法

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
調
査
・
準
備
・
予
行
練
習
を
入
念

に
行
っ
て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
教
育
・
土
木
・
衛
生
・
経

済
・
農
地
・
民
生
と
幅
広
い
分
野
に
渡
っ
て
鋭
い
質
問
が
出

さ
れ
、
細
田
徳
寿
知
事
や
関
係
部
長
が
答
弁
に
立
ち
ま
し
た
。

議
長
は
県
議
会
議
員
の
佐
藤
テ
イ
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　

傍
聴
席
だ
け
で
な
く
廊
下
や
議
場
の
背
後
ま
で
議
会
を
見

守
る
人
々
で
あ
ふ
れ
、
議
会
終
了
後
に
は
傍
聴
者
も
交
え
て

反
省
会
が
開
か
れ
、
県
政
の
良
い
勉
強
に
な
っ
た
、
政
治
へ

の
関
心
を
高
め
ら
れ
た
等
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
生
活
に
関
す
る
問
題
を
考
え
政

治
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

1

第1回統一地方選挙ポスター
（昭和22(1947)年）

統一地方選挙で投票する女性（昭和20～30年代）

婦人模擬県議会
（昭和25(1950)年5月4日）
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写真① 『大分県民会規則』

大分県公文書館だより

写真② 『縣治概畧 廿二 自明治11年9月至同年12月』

写真③ 「当選証書（県会議員）」『〔帆足家関連資料等〕』

写真④ 『決議録 自明治42年至明治44年』

所
蔵
資
料
で
た
ど
る
地
方
制
度
下
の
選
挙

〜
県（
議
）会
議
員
の
選
挙
区
・
定
数
・
資
格
を
中
心
に
〜

　

香
川
真
一
第
二
代
県
令
期
の
明
治
一
一(

一
八
七
八)

年
三

月
に
大
分
県
「
民
会
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
「
民
会
」
に

は
三
種
類
あ
り
、
県
議
会
の
前
身
の
「
県
会
」
と
、
大

区
・
小
区
制
の
た
め
「
大
区
会
」
・
「
小
区
会
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た(

写
真
①)

。
女
性
は
ま
だ
議
員
に
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
小
区
会
議
員
へ
の
投
票
は
一
部
で
き
ま
し
た
。

投
票
す
る
各
戸
主
に
性
別
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

足
後
作
氏
は
、
大
分
郡
選
挙
区
か
ら
の
当
選
で
、
後
に(

株) 

両
豊
貯
蓄
銀
行
取
締
役
や
後
継
の(

株)

両
豊
銀
行
頭
取
な
ど

も
務
め
た
人
物
で
す(

『
人
事
興
信
録　

第
八
版
』)

。

　

明
治
四
四(

一
九
一
一)

年
に
は
大
分
市
が
県
内
初
の
市
制

を
施
行
し
ま
す
が
、
同
市
は
別
選
挙
区(

定
数
一
名)

と
な
り
、

大
分
郡
定
数
は
五
名
か
ら
四
名
と
な
り
ま
し
た(

写
真
④　

傍
線
は
編
集
で
付
す)

。

初
期
県
会
選
挙
区
・
定
数
・
選
挙
資
格 

　

そ
の
「
県
会
」
も
、
同
年
七
月
府
県
会
規
則
制
定
に
よ
り
、

大
分
県
も
同
規
則
に
よ
る
「
県
会
」
へ
移
行
し
ま
す
。
同
年

十
一
月
に
大
区
が
郡
へ
移
行
し
、
国
東
は
東
西
、
海
部
は
南

北
の
郡
に
分
か
れ
て
選
挙
区
と
な
り
ま
し
た
。
定
員
も
四
七

名
と
な
り(

写
真
②)

、
翌
年
一
月
県
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ

れ
ま
す(

『
大
分
縣
政
史　

縣
政
篇
』)

。

　

県
会
議
員
定
数
は
、
明
治
二
四(

一
八
九
一)
年
勅
令
第

五
九
号
に
よ
っ
て
四
八
名
か
ら
三
一
名
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
定
数
は
明
治
二
八(

一
八
九
五)

年
北
海
部
郡
が
一
名

増
員
さ
れ
る
な
ど
、
人
口
増
減
で
た
び
た
び
変
動
し
ま
す
。

　

掲
載
し
て
い
る
明
治
後
期
の
当
選
証
書(

写
真
③)

の
帆

明
治
後
期
の
県
会
議
員
定
数
・
区
域
変
更
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第 30 号 令和 5 年 3 月

写真⑤ 『(大正一一年)大分県臨時通常県会速記録』

写真⑥ 
『決議録 自大正11年
　　　　　至昭和元年』

写真⑦ 
『縣會縣参事會ニ関スル綴
 　　　　昭和十七年 市長』

足
後
作
氏
は
、
大
分
郡
選
挙
区
か
ら
の
当
選
で
、
後
に(

株) 

両
豊
貯
蓄
銀
行
取
締
役
や
後
継
の(

株)

両
豊
銀
行
頭
取
な
ど

も
務
め
た
人
物
で
す(

『
人
事
興
信
録　

第
八
版
』)

。

　

明
治
四
四(

一
九
一
一)

年
に
は
大
分
市
が
県
内
初
の
市
制

を
施
行
し
ま
す
が
、
同
市
は
別
選
挙
区(

定
数
一
名)

と
な
り
、

大
分
郡
定
数
は
五
名
か
ら
四
名
と
な
り
ま
し
た(

写
真
④　

傍
線
は
編
集
で
付
す)

。

　

大
正
期
、
政
友
会
系
の
田
中
千
里
知
事
の
も
と
、
県
会
選

挙
に
小
選
挙
区
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
知
事

は
導
入
直
前
の
大
正
一
一(

一
九
二
二)

年
通
常
県
会
で
の
所

信
演
説
で
、
中
央
で
の
府
県
制
改
正
に
よ

り
「
此
新
制
度
ヲ
採
用
」
す
る
こ
と
と
し

た
経
緯
を
説
明
し
て
い
ま
す(

写
真
⑤　

傍
線

は
編
集
で
付
す)

。
こ
の
背
景
に
は
、
人
口

増
・
都
市
化
・
選
挙
権
資
格
改
正
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
小
選
挙
区
制
は
、
大
正
一
五(

一

九
二
六)

年
の
府
県
制
改
正
に
よ
り
、
大
分
県

で
は
県
会
議
員
選
挙
区
で
廃
止
さ
れ
、
市

単
位
の
選
挙
区
域
を
除
い
た
そ
の
他
の
選

挙
区
は
、
旧
「
郡
」
域
単
位
で
の
選
挙
区

域
に
戻
さ
れ
ま
す(

写
真
⑥　

傍
線
は
編
集

で
付
す)

。
同
年
に
行
政
機
関
と
し
て
の
郡

は
最
終
的
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
域

区
分
は
以
後
も
引
き
続
き
残
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

大
正
期
の
県
会
〜
小
選
挙
区
制
の
導
入
及
び
廃
止

　

現
在
の
日
本
で
は
、
市
長
は
国
・
地
方
の
議
員
と
の
兼
任

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
県
会
議
員
が
市
長
を
兼
任
で
き

ま
し
た
。
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
な
か
に
は
、
昭
和
前

期
に
県
会
議
員
と
日
田
市
の
市
長
を
兼
任
し
た
首
藤
今
四
郎

氏
に
関
す
る
簿
冊 (

写
真
⑦)

が
あ
り
ま
す
。

　

日
田
市
は
、
昭
和
一
五(

一
九
四
〇)

年
十
二
月
に
市
制
を
施

行
し
、
首
藤
氏
は
、
直
後
の
昭
和
一
六(

一
九
四
一)

年
に
初
代

日
田
市
長
に
就
任
。
昭
和
二
〇(

一
九
四
五)

年
三
月
ま
で
市
長

を
務
め
ま
し
た
。
県
会
議
員
に
は
、
市
長
に
な
る
以
前
の
昭
和

一
〇(

一
九
三
五)

年
に
当
選
し
、
昭
和
一
四(

一
九
三
九)

年
に

再
選
。
昭
和
二
二(

一
九
四
七)

年
四
月
ま
で
在
職
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
市
長
在
職
期
間
中
県
会
議
員
を
兼
任
し
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
首
藤
氏
は
、
日
田
市
の
前
身
日
田
町
の
町
長
に
も
昭

和
三(

一
九
二
八)

年
に
就
任
、
昭
和
一
一(

一
九
三
六)

年
ま
で

町
長
を
務
め
て
い
た
の
で
、
町
長
時
代
に
も
一
時
期
県
会
議
員

と
の
兼
任
期
間
が
あ
り
ま
し
た(

『
日
田
市
史
』)

。

昭
和
前
期
の
県
会
議
員
に
よ
る
市
長
の
兼
任

　

県
会
議
員
定
数
は
、
明
治
二
四(

一
八
九
一)

年
勅
令
第

五
九
号
に
よ
っ
て
四
八
名
か
ら
三
一
名
に
な
り
ま
し
た
。

議
員
定
数
は
明
治
二
八(

一
八
九
五)

年
北
海
部
郡
が
一
名

増
員
さ
れ
る
な
ど
、
人
口
増
減
で
た
び
た
び
変
動
し
ま
す
。

　

掲
載
し
て
い
る
明
治
後
期
の
当
選
証
書(

写
真
③)

の
帆
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編
集
・
発
行

大分県公文書館だより

お 知  ら せ

利 用 案 内

大分駅

至佐伯

至別府

国道197号

国道10号
県立美術館

大分トヨペット

バス乗場

オアシス
ひろば21 大分銀行

大道
小学校

大
道
バ
イ
パ
ス

JR日豊本線

駄ノ原総合
運動公園

豊の国情報ライブラリー

（県立図書館と同一敷地）
大分県公文書館

大分大学
附属小・中
・支援学校

西大分駅

　

豊
の
国
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー(

大
分
県
立
図
書
館
・
大
分
県

立
先
哲
史
料
館
・
大
分
県
公
文
書
館
の
三
館
の
総
称)

は
、
令

和
５
年
２
月
に
『
お
お
い
た
デ
ジ
タ
ル
資
料
室
』
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
端
末
か
ら
、「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
ど
な
た
で
も
」、
三
館
が
所
蔵
す
る
資
料
を
検
索

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
一
部
に
つ
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
画

像
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
画
像
点
数
は
ま
だ
わ
ず
か
で
す
が
、
今
後
も
随

時
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
若
し
く
は
大
分
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
お
使
い
の
ブ
ラ
ウ

ザ
で
『
お
お
い
た
デ
ジ
タ
ル
資
料
室
』
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
掲
載
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
つ
い
て
の
転
載
・

展
示
・
放
送
な
ど
の
二
次
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
当
館

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
11
月
17
日

（木）
に
、
大
分
県
歴
史
資
料
保
存
活

用
連
絡
協
議
会
と
別
府
大
学
の
共
催
に
よ
る
「
記
録
史

料
保
存
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

市
町
村
の
文
書
管
理
や
文
化
財
の

担
当
者
を
始
め
、
一
般
県
民
の
方

々
、
別
府
大
学
の
学
生
ら
69
名
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
講
演
２
題
と
、
針

谷
別
府
大
学
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
講
師
２
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
書
管
理
は
分
類
が
決
め
て
で
あ
り
、
大
・
中
・
小
分
類
と

い
う
形
に
分
類
す
る
「
階
層
化
」
及
び
、
大
分
類(

中
分
類)

同
士

を
進
行
順
序(

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ)

等
に
並
べ
る
「
水
平
化
」
と
い
う
手
法

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
手
法
で
意
思
決

定
の
最
適
化
を
図
り
、
自
己
点
検
・
評
価
を
行
う
こ
と
を
「

守
り
の
文
書
管
理
」
、
外
部
評
価
を
受
け
る
こ
と
を
「
攻

め
の
文
書
管
理
」
で
あ
る
な
ど
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
別
府
大
学

史
学
・
文
化
財
学
科
の
「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
実

習
施
設
」
と
し
て
当
館
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
実
習
内
容
を
２
日
に
分
け
て
、
10
月
６
日

（木）
と
11
月
４
日

（金）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
当
館
の
概
要
説
明
後
に
、
普
段
は
当
館
職

員
以
外
は
立
ち
入
れ
な
い
書
庫
な
ど
の
施
設
見
学
を
行

い
、
貴
重
な
歴
史
資
料
が
ど
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
公
文
書
館
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
件
名

デ
ー
タ
を
登
録
す
る
た
め
の
業
務
を
行
い
、
そ
の
後
、
利
用

者
か
ら
の
資
料
調
査
相
談
を
想
定
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
公

文
書
館
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
資
料
検
索
や
、
資
料
を
提
供

す
る
ま
で
の
調
査
相
談
業
務
を
実
習
し
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
登
録
作
業
で
は
、
資
料
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

を
理
解
・
整
理
し
、
資
料
検
索
の
際
に
重
要
と
な
る
検
索

語
句
を
織
り
交
ぜ
た
入
力
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

調
査
相
談
業
務
で
は
、
利
用
者
の
相
談
に
応
じ
ら
れ
る

よ
う
に
、
積
極
的
に
検
索
語
句
を
入
力
す
る
な
ど
熱
心
に

資
料
を
探
し
て
い
ま
し
た
。

『
お
お
い
た
デ
ジ
タ
ル
資
料
室
』を
開
設
し
ま
し
た
！ 

別
府
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
実
習

記
録
史
料
保
存
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

「
情
報
の
構
築
：
守
り
の
文
書
管
理
と
攻
め
の
文
書
管
理
」

　
　
　
　
　
　
　
記
録
管
理
学
会 

会
長
　
石
井 

幸
雄 

氏 

　

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
発
災
直
後
か
ら
、
熊
本
県
の

歴
史
研
究
者
た
ち
が
明
治
期
以
前
の
歴
史
資
料
を
調
査
し

た
結
果
、
過
去
に
何
度
も
大
地
震
が
発
生
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
地
震

発
生
か
ら
１
週
間
後
に
県
内
の
歴
史
研
究
学
者
や
学
芸
員

に
よ
り
「
熊
本
被
災
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
発
足
さ
せ
、
約
４
万
点
の
資
料
を
救
出
し
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
熊
本
地
震
後
の
文
化
財
保
護  ‒ 

そ
の
経
験
と
学
び ‒

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
大
学 

教
授
　
稲
葉 

継
陽 

氏


